

























































越 川 芳 明
文化的 ・言語的越境をめぐる個人的な問題
一九九八年 か ら翌年 にかけて,わ た しはア メ リカ合衆国西海岸の,メ キシコとの国境の町サ ンディ
エ ゴで暮 ら した。サンデ ィエゴに着いた ときか ら,地 元の新聞(『ユニオ ン ・トリビ ュー ン』)には,
国境を越えてやって くるメキシコ人たちの凄惨な死(冬 から春にかけては雪山での凍死,夏は砂漠で
の餓死)の ニ ュースが繰 り返 し載 っていた。メキシコ人の移動 の 「違法性」や 「無謀性」が強調 され
る新聞の論調は,あ くまで こち ら側(ア メ リカ合衆国)の 都合が反映 されていて,向 う側(移 動老)
の意見は読み取 れなか った。死 を賭けてまで も,ど うして渡 って くるのか。「違 法な」国境 こえを繰
り返すメキシコ人や中南米人たちの切実な気持ちはわからなかった。
国境地帯 を舞台 に したハ リウ ッ ド映画 を例 に とって も,『ワイル ド・パ ンチ』(69年,サム ・ペキ
ン パ ー 監 督)か ら,『ボ ー ダー 』(81年,ト ニ ー ・リチ ャー ドソ ン 監督,ジ ャ ック ・ニ コ ル ソ ン主 演)
にいたるまで,メ キ シコ人男性を描 く場合 でも 「暴力的」「酒好 き」「女好 き」 とい った,あ ま りにス
テ レオタイプなイメージをなぞるか,メ キ シコ人女性 に対 して も 「純潔 な処女」か 「売女」か とい っ
たおざなりな図式ですましているかで,要 するに主体性を奪われたオブジェの粋を出ない。合衆国と
メキシコの国境を舞台に した りテーマに した映画の研究 で,先 駆的な部類 に入 るデイヴ ィッ ド・R・
マシエルの著作 によれば,ア メ リカ(ハ リウッ ド)産であれ,メ キシコ産であれ,大 手の商業映画が
描 く国境地帯は どれ も似てお り,通 念 にお もねった視点 しか提 供せず,社 会的な リア リテ ィに欠ける
という。 それ らの映画では,「国境のイメージはネ ガテ ィヴであ り,皮 相的である」1と。
アメ.リカ合衆国の ポ ップカルチ ャー(テ レビ番組,ポ ップ ミュー ジ ック,映 画)の 圧倒的な影響力
の もとで育って きた わた しの世代の者 にとって,そ れ らがもた らした視覚 的,言 語的情報やイメー ジ
は意識下に沈潜 している。60年代初頭の日本めテレビ番組で,ア メ リカ製の番組がどれほどの影響
力 を持 っていたか,次 の文章が雄弁に語 っている。「一九六一年(昭 和三六年)は 外 国テ レビフィル




と一週間に七二本 もあ る。その総時間は二七三〇 分 とな り,夜 の番組の三分の一はアメ リカ製 テレビ
フィル ムに占領 されていた ことになる」2たとえば,わ た しにとってのアメ リカ合 衆国の原型的イメー
ジは,少 年時代(一 番多感な小学校の中高学年の ころ)に テレビで見 た 『ララミー牧場』や 『ライフ
ルマン』 や 『ボナンザ』 らの西部劇の描 く開拓時代の大西部3であ り,白 人中心 の 「古 き良 きアメ リ
カ」であ った。高校 を卒業す るまで,身 近にひとりの外国人 も存在せず,外 国語 を じかに しゃべった
1経 験 がない人間に とって,そ れ らの娯楽映画の提 供 した情報 は強烈な印象を残 した。だか ら,後 年,
中央 カ リフ ォルニア,ネ ヴ ァダ州 よ りの ローン ・パ イン とい う田舎町 を訪 ねた とき,あ る懐 か しさ と
いうか,デ ジャビュ感覚に襲われた もの だった。 そこは,か つてハ リウッ ドのスタジオがこぞって西
部劇製作のためにロケ地 として用いた場所だったのだ。
しか しなが ら,わ た しの無意識下にそれほ どの影響をもた らしたそれ らの番組 に対 して,わ た しは
いま一定のあ る距離 をおかねばならない。 とい うの も,そ れ らの番組がけ っ して描 こうとしなかった
ものが,ア メ リカ合衆国が建国以来抱 えてきた 「奴隷制」であ り,そ のそれ らが生み出す 「人種差 別」
であったからだ。 それ らの謳 う 「古 き良きアメリカ」は,そ う した現実の矛盾 を隠蔽することで成 り
立つ神話であ ることがいまや判 明 している。そ うであれば,い まわた し自身のなすべきことは,わ た
し自身のなかのアメ合衆国をめ ぐる 「刷 り込み」 を自覚 し,そ れをひ とつずつ修正 してい く以外にな
いのではないか。
もち ろん,こ れまでに も英語に限界 を感 じた ことはあったが,こ れほ どまでに意識 したこ とはなか
った。英語だけを どんなにうま く駆使 して も,お そ らく英語 を喋 られない 「向こう側の人」 の思考や
感情な どわか るまい。結局は,向 こう側の理屈を理解するには,向 こう側の言葉に耳 を傾け,向 こう
側の言葉を理解する しかないのではないか。わた しはスペイン語を学ぶことに した。学びは じめて,
す ぐにいい意味 での カルチ ャ… ・シ ョックを体験 した。初級 クラスとはいえ,あ るときスペ イン語で
簡単な 自己紹介 をする とい う宿題を与え られた。 どこの出身で,家 族は何人で,と いったご く一般的
な自己紹介のほかに,わ た しは 「アメ リカ文学」 を勉強 ・研究 しています,と 一言つけ加 えようとし
た。 しか し,こ れまで日本語 で 「アメ リカ文学」 といって も,英 語で 「アメ リカン ・リテラチ ャー」
とい って も,ま った く問題 が なか った の に,そ れ を スペ イ ン語 で「ラ ・リテ ラチ ュラ ・ア メ リカー ナ」
laliteraturaamericanaと,いい換 え た とた ん,誤 解 が生 じる こ とを指 摘 され た の だ。 スペ イ ン語 で
「アメ リカ(ス)」 といえば,南 北両大陸 のことであ り,国 の名 ではない。 まさか,あ なたは南はパタ
ゴニアか ら北はアラスカまでの文学を勉強 しているわけではないで しょう2と いいたいかのように,
メキシコ出身の若い女性教師は,「ラ ・リテ ラチ ュラ ・ノルテアメリカーナ(北 米文学)」か,も っと
厳密にいえば,「ラ ・リテラチ ュラ ・デ ・エスタ ドス ・ウニ ドス(合 衆国の文学)」がいい,と 教えて
くれた。そ して,あ とでテキス トのあるページを読む ように付け加 えた。
わた しが授業後に,そ のページを開 くと,「Americaアメ リカ」4とい う語 を国名 として独 占使用す
るアメ リカ合衆国に対する,ヒ スパニ ック系の移民の苛立ちの芸術的な表出の一つ として,タ イムズ
・スク ェアの広 告塔 を飾ったイル ミネー シ ョンが載 っていた。チ リ出身の芸術家 アル フレ ド ・ジャー
ルの創 り出 したそのイル ミネーシ ョンは,最 初合衆国の輪郭のなかに 「これはアメリカではない」 と
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いう文字 が英語で映 し出され,次 に横に大 きくAMERICAという文字が浮かび,真 ん中のRの 文字
が南北アメリカ大陸の形 に変化する。 このイル ミネーシ ョンのメ ッセージは明 らかで,テ キス トの説
明に もあるように,「アメ リカ」 という語はアメリカ合衆国だけに属するのではな く,他 の三十三力
国もまたアメリカの…部 であ り,そ こに住む五億人の住民 も自分たちをアメリカ人だ と思っていると
いうことを訴えたいのだ。
それから,わ た しは日本語で も,ア メリカ合衆国を指す言葉 としての 「アメリカ」 という一語 を使
えな くなって しまった。本来,大 陸全体を指すべ き言葉を単な る一国が自国を指 し示す言葉 として使
うのは,傲 慢以外の何 もので もない。 まして,日 本人がアメ リカ英語の用法をそのまま 日本語に移 し
変 えて使 うこ とは,ア メ リカ中心主義にたんに迎合することにな らないだろうか5。以来,わ た しは
日本語でエッセイや評論文を書 くときに,多 少 のため らいを感 じなが ら,rUSA」とか 「アメリカ合
衆国」 という語を使 っているが,文 章の中でそこだけ浮き上が るような違和感 というか,坐 りのわる
さを覚 えるのは否 めない。「アメ リカに行 った友人 」 とい った方 が,「ア メ リカ合衆国(ま たは,
USA)に行った友人」 というより圧倒的 に通 りがいい。 日本語の新聞 やテ レビ,ジ ャーナ リズムが
日々そうした用法 を使 っているからである。 しか しなが ら,そ の 「坐 りのわるさ」 こそがこれまでの
素朴なアメリカ観 に対する異議 中立てだ と感 じるいま,日 本語の文脈 にぴたっ と収 まらない,そ のよ
うな居心地のわ るさを簡単に捨 ててはいけない とい う思いがあ る。だか ら,し ば ら く日本語の居心地
わるさ と向いあ って,な ぜそ うなのか,を 考えてみたい。それが,こ の ような文章 を書 くわた し自身
の隠れた もくろみでもある。
「紀行文(ト ラベル ・ライテ ィング)」の誘惑 と危険
本来,砂 漠に住む遊牧民は,早 舷や 日照 りな どの気候条件によって移動を余儀な くされる とい う
が,ノ マ ド文学が問題 とする移動 もまた,単 な る空間移動 とい うよ り,外 からの力によって強いられ
た移動を指す。一言でいえば,強 いられた移動(displacement)がノマ ド文学の必要条件である。そ
れは政治的,経 済的な要因による移民,民 族争いによって生 じた難民,奴 隷制の もた らした故郷喪失
者など,ま さしく地球規模の 「移動」であ り,国家 ・国民 あ境界を越 える 「越境」である。一方,特
定社会の規範や偏見などにより,否応もな く周縁部に追いやられる外国人労働者,同性愛者,身体障
害者な どの移動 も含まれる。
それ らの移動は,む ろん,や がて植民地主義 と奴隷貿易 を導 くことになる15,16世紀の ヨーロ ッパ




自身す ぐれた トラベル ・ライターである作家のポール ・セルーは,ト ラベル ・ライテ ィングの誘惑に
ついて,次 の ようにいう。「旅行 とは,消 えゆ く行為だ。地理五の一線を忘却に向か って,独 り旅す
る……。 ところが,旅 行本はその逆である。独 り旅の主は,意 気揚 々と帰還す ると,旅 の経験を大袈
257
現代アメリカ小説研究一 「ディアスポラ」の美学一
襲に話 したがる。 ……その種 の消失は,旅 行 には不可欠なのに,帰 還 して沈黙 を守 る者は,ほ とん ど
い な い」7と。
さ らに重要 な ことは,伝 統的な トラベル ・ライティングに権力 との結 びつ きが見 られる ことであ
る。 トラベル移動はけっ して双方向的ではな く,経 済的,軍 事的優位に立つ側か ら劣勢の側 へ と行な
われ る。ジム ・フ ィリップは,紀 行文が もっとも多 く書かれ消費されるのは政治的 ・商業的優位 にあ
る者たちの社会であ る とし,「その意味 で,紀 行文が ヨー ロッパ的産物であ り,多 少 とも植民地主義
の歴史 とかかわ っていた といえる」8という。その点 では,19世紀イギ リスの勇猛果敢 な女性旅行者 た
ち も例外ではない。た とえば,ロ ッキー山脈 やペルシャ,中 国や朝鮮,ロ 本の奥地 といった辺地 を歩
きまわ ったイザベ ラ ・バー ドであれ,西 アフ リカを旅 したメア リー ・キングズ リーであれ,彼 女たち
の書 き残 した貴重な紀行文献は,女性の探検家 としての能力を低 く見たヴィク トリア朝の男性中心主
義に巧 みに挑戦 し,そ れを回避 す る戦術 をとっている9。だが,問 題 なのは,彼 女 らの トラベル ・ラ
イティング もまた,欧 米中心主義の思想か らは逃れ られず,メ ア リー ・プラッ トのい うエキゾチ ック
かっ人種差別的な 「帝国主義の視線」14が刷 り込まれて しまっている とい うことだ。
とは いえ,わ た しはすべての トラベル ・ライティングを悪者 と見な して,切 り捨てることはで きな
い。 われわれは時代の強者のイデ ィオロギーに染まって,そ れ と知 らずにステ レオ タイプな思考を し
がちである。 す ぐれた トラベル ・ライターは,み ずか らに取 りついた強靭な足 かせ(た とえば 「帝国
主義 の視線」)に気づいてもナイーブに故郷す る振 りを した りしない。む しろそれを逆手 に とって利
用する,パ ラ ドクシカル な方法 をそれぞれ開発 している。それは他者 を支配するため とい うよ り,む
しろ自らの意識の変容のための手段である。
その ような方法意識は,「移動 性」 と並んでノマ ド文学に とって重要な要素 である 「批評性」 とも
通 じ合 う。ノマ ド文学 の武器 としての 「方法」の詳細な論述は,の ちに譲 る として,予 告的に触れ る
だけに とどめるが,た とえば,時 の権力者(性的,種 族的,経 済的な優越者)に よる 「支配的言説(マ
スター ・デ ィスコー ス)」のアイ ロニカルな使用,多 重言語 を使用 した混1(11文体の創造,従 来のモノ
カルチ ャー的な 「ア イデンティテ ィ ・ポ リテ ィックス」によらない複合的なパースペ クティヴの提示
な どが考え られる。ノマ ド文学 の試金石は,そ れがいかなるボーダー ・クロ ッシングを果た し,特 定
の言語に内在する規制 ・規律を越 えてい くことができるかどうか,と いうことになるだろう。
ノマ ドロジ ー
ドゥルーズ とガ タリのr千 のプラ トー』で展開 される問題系のひ とつで,わ れわれの関心を引 くの
は,リ ゾーム とい う概念である。 ドゥルーズのいう,リ ゾームの特徴のなかで も,い まノマ ド文学の
移動 との関連で注 目に値するのは,「多様性」(接続 と異質性)で ある。つま、り,リ ゾームのいかなる
点 も,他のどの点 とも接続が可能であるという特徴であ り,そこから外部 との関係性が導きだされ
る。 「リゾームには始 ま りも終点 もない,い つ も中間,も ののあいだ,存 在のあいだ,間 奏 曲inter一
mezzoなのだ。樹木は血統であるが,リ ゾームは同盟であ り,も っぱら同盟 に属する」11
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樹木 という隠喩 を用いた家系図 とリゾーム とい う隠喩 に基づ くと関係性 では,す るどい対比 をな
す。樹木をイ メージする直線的なパ ラダイムでは,中 央 に太い幹があ り,そ のわ きに無数の枝が群 が
る形を連想す るしかな く,し たが って血族の正統(直 系)に 重 きが置かれ,嫡 子であ ることが尊重 さ
れ,非 正統(傍 系)や 混血が軽ん じられ る。起源 と末高 といった考 えにこだわ る純血主義者,本 質主
義者の イデオ ロギーをうちに隠 しもっている。…方,リ ゾーム が築 きあげ る関係性は,ノ マ ド的主体
の移動 と同 じように,血 縁(種 族)に よらずに,性 別や国家や階級の境界を も越えて,新 たな連携 を
め さす。 しか し,この リゾームの関係性は,ド ゥルーズ とガタ リによるノマ ドの概念 と同様,両 議的
であ り,創 造的である と同時に破壊的,反 権力的であると同時 に専制的で もあ る。
た とえば,フ ランス領マルチ二一ク出身のエメ ・セ七一ルに代表 されるカ リブ海の混血(ク レオー
ル)文学は,多文化主義を引き下げて,周縁からIH宗主国の文学,いや世界文学の可能性を押 しひろ
げているが、 ラファエル ・コンフィアソやバ トリック ・シ ャモ ワゾーは,何 世代にもわたる幾つ もの
民族の血の混活を自らの力に鍛 え直す鉱脈 を再発見 し,「クレオール文学」の鉱脈の歴史をた どって
いる。「五世紀にわたる 『クレオール化』 の現象をその到達点から振 り返ってみる と,じ つはあ らゆ
る文化 と言われるものが,単 独の起源か ら一本の木が繁茂するように成長 して きたのではな く,多 様
な ものの出会い と混濡のなかか ら生 まれて きたのだ とい うことに,人 びとが気づ くようにな った」12
と,ふ た りの著作の訳者は述べ る。「多様 な ものの出会 い と漏精のなか」か ら,さ まざまな文学実験
が行われ,た とえば,エ メ ・セゼールは,ブ ル トソのシ ュル レア リスム との拙会 いをへて,「フラン
ス語の内側か らの革命 を考 え,白 人の言語の内部でニグロの言葉を語 ろうとする」13。われわれは コ
ソフ ィアソ とシャモワゾーの著作か ら,セ 七一ルに 〈ネグ リチ ュー ド〉の抵抗の叫びだけでな く,ク
レオール文学の語 り(ア フ リカの 口ごもりや沈黙)を 見ることを学ぶ。それは人種の垣根を越えた り
ゾーム的関係性を見いだすことに他ならない。
あるいは,生 涯ノマデ ィックな生活への憧憬 を持 ちつづけ,著 作 と行動において現代のノマ ドの可
能性をさ く'つた真のノマ ド作家 としてブルース ・チ ャ トウ ィソを忘れるわけにはいかない。かれは,
ギ リシャの哲人デオゲネスの言を引きながら,本来外敵から身を護るために人々が城壁に囲まれた限
られた空間に住んでいながら,内部で諄いが絶えない状況が都市生活への嫌悪感を生むという逆説を
紹介する。チ ャ トウ ィソは,そ うした古代ギ リシャのデオゲネス的嫌悪のなか に 「文化的土着主義」
の始ま り,す なわち,文 明的な都市を捨て,自 然 と調和 した簡素でアナーキ ックな生活への衝動の端
緒 を見る。チ ャ トウィンは,「ノマ ドとい うもうひ とつの選択肢」 というエ ッセイ14のなかで,ヘ ロ
ドトスや司馬遷をはじめとする歴史家の文献を利用 しながら,紀元前に遡って北アジア,中央アジア
のステップの遊牧民,北 極圏のツン ドラやタイガの遊牧民 に注 目する。そ して,そ れ らの遊牧民の特
徴を抽 出する。そのなかでも,い まノマ ド文学 との関連 で注 資すべ きは,次 の特徴である。(D移動を
妨げる文明の贅沢品を嫌い,身軽であること。②敵からの逃亡 ・撤退も屈辱 とはみなさないゲリラ戦
法。(3)ノマ ド社会を精神的 ・宗教的に リー ドするシャーマニズムの存在。
上記の(Dに関 しては多言を要すまい。 自らの住む家(テ ン ト)'でさえ,コ ンパ ク トでポー タブルに
持ち運べるものでなければな らないからだ。 ここで思い出され るのは,チ ャ トウ ィソの友人に宛てた
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手紙の言葉 である。チ ャ トウィソはいう。「ぼ くのなかには旅 立ちへの押さえがたい欲求 と,渡 り鳥
が自分の巣に戻るような帰郷への思いがある。遊牧民にはこのような帰るべき自分の家はない。その
代 償 と して,彼 らには変 る こ との な い移 動 の道unalterab登epathsofmigrationがあ る」15と。 それ は,
単一の民族や性や階級への固執,あ るいは単一の国家やシステムへの帰属を前提にした思想的た対抗
する移民者 ・越境者のパ ラダイム と捉えることができる。
また,(2)に関 して,チ ャ トウィソは,「逃走」 を戦いの常道 をは ぐらかす遊牧民の戦法 とみなす。
た とえば,紀 元前5世 紀に,黒 海 ・カスピ海周辺を根城 にす るスキ タイ人(遊 牧民)は,ア ケ メネ
ス朝ペルシャの ダレイオス王の軍勢 に攻め込 ま;れロシア じゅうを逃げ まわ り,結 局,敵 の軍勢を撤退
に追 い込む。チ ャ トウィンは,こ の ダレイオスの撤退 にナポ レオンの撤退 を重ね合わせ,さ らにスキ
タイ人のゲリラ的逃走に毛沢東の戦略を重ね合せる。
さ らに,③ のシ ャーマニズムに関 して,現 代 の心理療法に通 じるものを見 る老,他 の部族民 よりす
ぐれた認識能力をシャーマンに見る者,よ り組織的な宗教の原始形態をシャーマニズムに見る者な ど
がいるなかで,チ ャ トウ ィンは ミカエル ・エリアーデに準拠 して,シ ャーマニズム を遊牧民たちの宗
教的なイデオロギー と定義する。 つま り,も ともとシベ リアの トゥソグース族(語)に 由来する とい
われるシャーマンは,狩 猟 民たちの癒 しや占いの日的のために,魔 術や呪術をつか う者であ った。中
央アジアのステ ップ,北 アメ リカ,オ セアニア とい った地域に,い ろいろな形態のシ ャーマニズムが
見られたが,いずれも活字による情報や記憶の蓄積ではな く,口承伝達を重ん じていたという点が興
味深い。つま り,部 族の存続 に とって重要な獲物の在処,敵 の位置,防 衛の手段 な どを語 り継 ぐ語 り
部の存在が最重要視され る社会であった ということである。シ ャーマンは,一 言でいえば,眼 に見え
る世界(生者の世界)と眼に見えない世界(死 者の世界)にあいだに介在する霊媒にほかならず,死
者の声 を生 きている者た ちに伝 える語 り部 とみなす ことがで きる。 また,シ ャーマンは,薬 物 やビー
トの効いた音楽 や踊 りの助けを借 りて,た やす くトランス状態 に入 り,生 と死の境界,肉 体 と魂の境
界 を越 えてい く,と 信 じられてい る。
チ ャ トウ ィンによれば,現 代において人間が放浪に出る動機は,「経済的な もの」 と 「神経症的な
もの」のふたつだ とい う。現代人を虫食んでいるのは,後 者であ り,「た とえば,世 界中の名だた る
保養地で開かれ るパ ーテ ィー をジェッ ト機で梯 子 してい るような連中は神経症的である」16。チ ャ ト
ウ ィソは,か れ 自身の旅 への衝動が 「神経症的」であ ることを隠さない。それが遊牧民への関心の端
緒 とな った ものであ るか らだ。 ただ し,そ うした移動が 「文明人」の側 に価値転換 をもた らさないか
ぎり,ノ マ ド文学の移動 とは無縁だ といわざるを得ない。チ ャ トウィンは断ず る。「過 ぎ行 く文明を
平常心で眺めてい られ るのが,真 の遊牧民だ」}7と。
チ ャ トウ ィンの 『パ タゴニア』(1977)は,数多 くある トラベル ・ライテ ィングの中で も,自 らの
世界観 ・文明観を辺境の大自然に投影 して,勝手な浪漫主義に陥ってい奪い希少な例のひとつであ
る。チ ャ トウィソは,「『パタゴニア』 とい う言葉の響 きが…… 『地の果て』の代名詞 として,西 洋人
の想像力を掻き立ててきた」その 「文化的植民地主義」の歴史を知っており,ヨーロッパの先人たち
(文学者,科 学者)の 例 に倣 うことはない。む しろ,か れはパ タゴニア とい う土地に,そ この土地 に
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住む人間に,そ この歴史を語 らせようとする。そ うした姿勢は,文 化帝国主義 とはベク トルが正反対
であ る。そ こには,侵 略者 としての旅人が大 自然の言葉 を代弁 してやる といった奢 りはまった くな
く,む しろ自己をかぎりな く小 さくして,大 自然 自体に語 らせようとする姿勢 しかない。それでこ
そ,「発見」が光をはなつ。ただの不毛の土地 と見なされたパタゴニアそれ自体の豊饒さが見えて く
る 。
詩人の指がぼ くの腕 をつかんだ。詩人は熱 く輝 く視線をぼ くに向けた。
「パタゴニアか1」と,詩 人は叫んだ。「したたかな女主人だぞ。 こいつはのろいをかけ る。魔
法使いだ。おまえをはがい じめに して,絶 対に離さないそ」
雨がブリキの屋根を激 しく打った。それから二時間 というもの,詩 人はぼ くのパタゴニアにな
っ た78。
チ ャ トウィソこそは自らの教養 をは ぐくんだ西洋文明から身軽 く逃走するフッ トワークと,向 う側
にあるもう一つの文明を見透すシャーマンの眼力を有 した数少ないノマ ド文学者のひとりだった。
ゲ ロ リア ・ア ンサ ルデ ュアのボ ーダ ー詩
グロ リア ・ア ソサル デ ュア は,ギ レルモ ・ゴメス ・ペ ーニ ャと並 ぶす ぐれた メキ シコ系 アメ リカ詩
人である。彼女は,ア メリカ合衆国 とメキシコの国境にまたがる文化衝突,チ カノ文化 における性の
抑圧,ア メリカ社会における有色女性の抑圧 といった諸問題を自らの体験から語 るだけでな く,斬新
な方法意識によって芸術にまで昇華させた希有な詩人である。彼女は,1942年にテキサス州南部の
ヘサス ・マ リアの牧場で生まれた。四,五 世帯の家族が集まって集落をつ くるような小さな共 同体
で,い わば伝統的なチカノ社会のなかで育った。つまり,子 どもたちは親の仕事を手伝 うこと,と り
わけ,女 の子は料理,掃 除,裁 縫な どを母親の片腕になってすべきで,読 書な どは 「怠惰な人間」の
することだ,と いった典型的な労働者階級のエシ ックが支配 していた。後年,彼 女は カムアウ トし
て,レ スビアンであることを公言するが,母 親は彼女が自発の コミュニティでそのことを言いふ らす
ことも,女友達を連れて くることも許 さなかった という。アンサルデュアは,長 じて大学 と大学院に
進むが,そ の前に,女 性の教育を 「怠惰」 と見なすような,自 らのオリジンであるチカノ社会の伝統
的な価値観 と衝突 しそれを克服 しなければならなかった。 さらには,メ キシコ系アメ リカ人がともす
れば触れたがらない 「インデ ィオ」の血や文化を積極的に自らのアイデンティティの根幹 に据えてい
る ところ も,チ カナ社会のステレオタイプを逃れている彼女の詩 と思想の特性のひとつ とい うことが
で きる。
アソサルデュアの詩は,国 境地帯の二重の文化,二 重の言語の問題を混血(メ ステ ィサ)の 方法意
識によって,扱 ったもの と見なすことができる。ふたつの文化,ふ たつの言語に引き裂かれる者が直




い る 。 以下にとりあげるふたつの詩は,国境地帯の昂族差,階級差 といった社会問題をふたつの異な


























































































大空 をパソ クさせなが ら。
サ バ ナ
彼女は布地を絞る
それ らは風にそよぎ,ぴ しゃっと音がす る。
驚いて,ま るまると太 った体 がぬ くっ と立ちあがる













































































ち っぽけな ラソチ ョで とうもろこしを作った り
家畜や馬を育てた りしてた
薪の煙の臭いやら汗の臭いがぶんぶん してやがつた。




もっとマシな生活 が したいといった気概 もな くて
土地 を自分のモノに しないで,み んなで共有 していた。
連中を追いだすのなんさ,朝飯前だった
臆病者で,根 性 な しときてるから。
なんか小難 しいことが書いてある書類を一枚見せて
連中 にいってやった,税 金を立て替えてあるんだ
直ちに払 え,払 えなきゃ,マ ニャーナまでに出ていけ。
おれとおれの手下の連中がすべての家族にその紙切れを
これみよが しに見せているうちに,す っか り端が
擦 り切れて しまつたっけ。
ある者は鶏や子どもや女房や豚をオンボロ トラックに積み込んで
鍋 とか道具 もほ うぼうにぶらさがっていた。
馬は連れていけなかったな
夜中のうちにうちの連中が馬を脅 して逃が していたからだ。
そ うそう,な かには面倒を起 こすヤッ もいて
おれたちの ことを侵略者だ とぬか しやがつた。
不動産の証書を持っているヤツもいて




英語 す らしゃべれな い くせ して。
そいつ らの家を焼 き払ったにもかかわ らず
がん として譲 らない ヤッ もいた。
それ と女 どもだ一 とりわ け,ひ とりの女だけは よ く覚 えてるさ。
その女はおれの体の下でべそをかいてた。
おれは自分の■あではげしく耕 し

















University,1990)4-5.マシエルが否定的に諭 している比較的最近のハ リウッ ド産 のボーダー映画 として,そ の
他に,国 境警備隊員 と密入国者 をカモ にす るメキ シコの組織 との戦 いを描 く 「ボー ダーー ラ インBorderline』(80
年,ジ ェラル ド・フリー ドマン監 督,チ ャール ズ ・ブ ロン ソソ主演),国 境 警備 にあたるテキサス ・レン ジャー
とメキシコの麻 薬密輸一一 の争 いを描 くアクシ ョン映 画 『ダブル ・ボ ーダ 一ーExtremePrejudice』(87年,ウォ
一夕ー ・ヒル監督,ニ ッタ ・ノルテ ィ主演),合 衆国に奪われたアラモ砦 をエキ セン トリックな将軍 の率いるメ
キシコの軍勢が奪還を試みる 「良質のコメディとも良質の課刺劇ともいえない」映画 吻 α施 主(69年,ジェリ
一 ・パ リス監督,ピ ー ター ・ユスチノブ主演),メ キ シコの田舎 の村 を襲 う悪党一味 を,村 人たちに本物 のガソ
マ γ と勘違 いされた三 人の役 者たち がや っつけ るコメデ ィ 『サボテン ・ブ ラザーズThreeAmigos』(86年,ジ
ヨン ・ラソデ ィス監督,チ ェヴィ ・チ ェイス,ス テ ィー ヴ ・マーチィソ主演)な どがある。
2 乾 直明 『外国テ レビフ ィル盛衰 史』1990年,晶文社,134頁。
3 TheCornplefeDirector),ノoP励〃6Tゴ〃'¢ハ西ε'～{,o'脅Tyε120～σ31946-P形sθ〃'(NewYork:Ballant{ne,1988)によ れ
ば,"Laramie"(『ララ ミー牧場 』」)はABCに よる一時間番組 で,1959年9月か ら1963年9月まで放映 された
という。1870年代のワイオ ミングを舞i台に,父 を土地強盗に銃殺さ;れたふたりの若い兄弟が残された牧場を懸
命 に守 る とい う物語 。 日本で は,1960年6月 に放送 開始 。 一方,"'TheRifleman"(『ライ フルマ ン』)は,








気を博 し,と くに64年か ら67年まで トップの人気を誇 った。 日本での放映は1960年7月か ら。
4 勲 〃4ω〃17bκs6D'`励"θ1り,げ'〃6E7'g1酌Lの2g〃㎎2に は,"America"(名詞)の 項[1が あ り,意 味 の 説 明 は 順
番に次の通 り。(D「合衆国」 の項 目を見 よ。(2)北米の項 目を見 よ。(3)南米の項 目を見よ。(9)南北アメ リカを統
一 的 に 見 て ,theAmericasとも 呼 ば れ る 。 ま た,}伽 δ3'6廊ThirdNewI7～'θ171σ'ゴb'～π ・Dictionaryには,``ameri一
ca,,を形容詞(「通常,大 文字で始める」 との但 し書 き付きで)と して扱い,そ の意味 として二通 りの意味を挙
げている。(1)北アメリカあるいは南アメリカに関 係する。(2)合衆国に関係する。 尚,形 容詞"American"でも,
その定義はそれぞれの辞書の'`America"の定義 に準 じている。
5 文化人類学者の今福龍太は,アメリカ合衆国による 「アメリカ」 という語の独占使用に対する対抗手段とし
て, 「アメ リカ」の複数形,す なわち 「アメリカスAmericas」という概念を持ち出す。 この 「複数の アメ リカ」
という概念が大前提 としているのは,今 福によれば,「… これが北米=ア ソグロ ・アメ リカによって独占された
かの感がある 『アメリカ』という概念に,汎大陸的,西半球全域的な包括性と,歴史 ・民族的多元性を与え直
そうとする意志 に貫かれている点であ る。 ……(中 略)別 の言い方をすれば,そ れはアングロ系 白人種によっ
て統治された近 代国家 としての 『純血のアメ リカ』(合衆国)の唯一の理念 にたい して,ヨ ーロッパ,ア フリカ,
先住民インデ ィオを統合する『混 血のアメ リカ』を突 きつけ るこ とで もある」(『ち くま』1998年5月号,20頁)。
6 ポール ・フ ッセルは,探 検 をルネ ッサンスの時代に属するもの,ト ラベル(個 人旅行)を ブル ジョワ時代 に
属するもの,ッ ー リズム(団 体旅行)を 現 代のプロ レタリア時代に属する もの と規定 している。AlisonBlunt,
Travel,GenderZ,,ψθ7知'乞5'η(NewYork:TheGuilfordPress,1994)19.




9 メア リー ・キングズレーの西アフ リカ旅行および彼女の旅 行記について論 じたア リソソ ・ブラン トによれば,
キソズスレーは 「植民地政権に批判的で,土着の風習を理解し,貿易商人は政策への影響力を持つべきである
と論 じ,ま たキ リス ト教の伝道を批判 し,酒 の交易を支持 し,… 夫多妻制やカニバ リズム といったタブーのテ
一 マ を ア フ リ カ 的 な 文 脈 で 捉 え よ う と試 み た 」 とい う 。(AlisonBlunt53一・54)
10 とはいえ,キ ングズ レーの次の文章には,明 らかに 「帝国主義の視線」を見て取れる。「わた くしは,白 人種
が黒人たちを文明 とい う山脈の頂上へ と引 き上げることはで きない と信 じます。一夫多妻制 も奴隷制 も,と も
に……アフ リカの安寧には必要不可欠です ともか く,農 業 を営む この巨大な地域に とって,こ のふたつの
制度はアフリカ人がかれ自身の頂点をもつために必要です。ただ,熱心な改革家にとって残念なことに,アブ
リカ人は文明という峰への山登 りを望んでいません。(中略)た とえかれ(アフリカ人)が 自己犠牲的な宗教と
い う, より高い山地へ引 きあげ られた として も,6割 が転げ落ちて傷 つき,道 徳的に不具者 とな り,も との沼
地へ と逆戻 りすることになるのです」(AlisonBlunt95)同様に,ロ ッキー山脈 をめ ぐる自然観察,人 間観察で
す ぐれた文章 を残 したイザベ ラ ・バー ドで さえ も,次 のような人種差別をめ ぐる刷 り込み を逃 れえなかった。
「前の四台の車両デッキには女と子供を連れ,仕事道具を持ったディガー ・インディアンが群がり乗っているの
ですが,こ れが原始的で文明のかけ らもない野蛮その もので,ま った く品格 とい うものがな く,白 人が来る前
にいずれ絶滅の運命にあるのではないかと思わせるような種族なのです」(『ロッキー山脈踏破行』17頁)


































Maciel,DavidR.E〃物 κθ'TheU.S.一ル話θx飴απβo曜θ〃 ア～Co漉 ηψωηη α πα,薦.SanDiego:SanDiegoStateUniversi一
ty,1990.
㍉
Philip,Jim."ReadingTravelWritlng."Rθα翻 π 酌9iレb7'ゴ'協働39助 θ7Cob17勉渡 初.Ed.JonathanWhite.Balti一
more=TheJohn:HopkinsUniversityPress,1993.









「シェ・iクスピア とア メリカス」(『ち くま』1998年4月号～1999年11月号)
今福龍太 ・沼野充義 ・四方 田犬彦編r旅 のはさま』(世界文学のフロンティア1)(岩波書店,1996年)
篠原資明 『ドゥル ーズーーノマ ドロジー』(講談社,1997年)
1
バ トリック ・シャモワゾー,ラ フ ァエル ・コンフィアン 『クレオール とは何 か』(西谷 修訳,平 凡社,1995年)
ブルース ・チ ャ トウィンrパ タゴニア』(芦沢高志,芦 沢真理子訳,め る くま一る社,1990年)1
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